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 外
海
放
流
の
ホ
タ
テ
種
苗
を

ど
う
す
る
か

門
以

青

山

禎

夫

ほ
た
て
貝
部
長

苫米地昭一氏写真提供外海放流ホタテガイの採捕
野牛沖(昭和57.3) -、

(
 

昭
和
四
じ
作
に一六
一沢
一
仰
に
約
八
ゴ
口J

刀
例
の
天
然
発
生
が
あ
っ

た
こ
と
、
五

一忙
ーか
ら
山
が
小
心
に
な
っ

て
、
山石附
、

唱
力

(
H
I中
海
)
、
一二
師
、
佐
井
、
野

作卜
(
山
続
出
問
峡
)
、
山
糠
、
断
上
(
太

手
作
で
閉
山
川
浩
研
究
の
た
め
の
ト人
組

慎
放
流
誠
験
を
実
胞
し
た
こ
と
、
ま
た
、

独
什
に
放
流
山ド
明
止
を
試
み
る
漁
協
が
川

始
め
た
こ
と
な
ど
が
契
機
と
な
っ
て
、

外
耐
で
の
ボ
タ
テ
波
流
が
急
必
な
進
展

を
み
せ
つ
つ
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
外
胤
域
に
お
け
る
ホ
欠

テ
在
来
の
限
時
は
、
今
後
民
大
い
に
則

刊
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
よ
り
ー
μ
い
体

制
で
恒
久
的
な
地
少
を
築
く
に
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
卜
分
配
慮
す
る
必
吹

が
あ
る
と
い
行
え
ま
す

そ
れ
は
、

「
版
流
川
崎
市
を
ど
の
よ

う
に
し
て
健
保
す
る
か
」
と
い
う
こ
と

で
す別
什
は
山
附
奥
内
向
日
間
開
H

旧
を

-
-
1
.

1
月

(
二
J
l
四
セ
ン
チ
)
、
ま
た
は
一
-

1
川
川
(
川
1
μ
セ
ン
チ
)
に
移
前
放

流
す
る
刈
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

放
流
数
量
が
多
く
な
る
と
、
陸
奥
問
点
庄

純
伯
が
供
給
川
米
な
く
な
る
と
い
う
川

市
唱
が
あ
り
ま
す

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
い
ま

す
と
、
陸
奥
湾
で
は
稚
員
段
階
で
単
年

度
七
億
個
以
内
と
い
う
通
正
収
秤
量

(規
制
値
)
が
あ
り
ま
す
。
従
が
っ
て

陪
奥
向
の
漁
業
者
は
こ
の
七
億
個
以
内

の
ホ
タ
テ
を
益
殖
と
増
嫡

(
地
ま
き
)

に
利
用
し
て
い
ま
ず
か
ら
、
師哩
白
を
他

~
削
減
へ
供
給
す
る
と
な
る
と
、
自
分
が

リ

用
食
刑
す
る
数
い
引
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば

珊

な
ら
な
く
な
る
訳
で
す
。

一w

そ
こ
で
外
海
で
大
量
放
流
に
対
処
す

↓

る
た
め
に
は
、
地
必
で
の
縄
問
の
什
給

↓

体
制
を
徐
々
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
が

川nu 

必
決
と
な
っ
て
き
ま
す
。
ん
法
は
、
地

合
4

閉

1
3じ
採
臼

・
中
川
育
成
を
や
る
か
、
採

配

的
は
堕
〈
湾
で
中
山
川
育
明
は
地
下
ん
で
や

削

る
か
の
つ
の
ん
法
一
宅
え
ら
れ
ま
す
。
肝

トA
f
l
作
、
問
料
海
峡
で
は
前
向
が
司
能

轄

で
t
ノ
が
、
日
広
海
で
は
今
の
と
こ
ろ
後

東目一

ぷ
で
な
い
と
山
米
な
い
と
与
え
ら
れ
ま

森車問

す
欣
流
川
に
陪
奥
湾
一
睡
の
縄
出
を
購
入

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
採
首
、
山中
川
青

山
叫
そ
や
る
よ
り
も
安
易
で
は
あ
り
ま
す

が
、
由
来
の
拡
大
を
は
か
る
に
は
、
当

副
は

ιし
く
し
て
も
極
的
の
什
給
割
ん
い

を
尚
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ホ
タ
テ
の
故
郷
で
あ
る
陪
奥
湾
の
安

定
生
産
が
維
持
さ
れ
て
い
る
状
況
の
巾

に
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
外
海
域
で
の
ホ

タ
テ
庵
業
が
進
展
し
て
い
く
も
の
と
考

え
ま
す
。
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陸
奥
湾
に
お
け
る
サ
ケ
稚
魚
の

放
流
と
親
魚
の
来
遊
状
況
に
つ
い
て

~民~民~出~同~同~民岳民~民;:;p民;:;p回~民~回~

角
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本
県
に
お
け
る
サ
ケ
増
殖
事
業
は
、

「
昭
和
六

0
年
度
二
億
尾
放
流
」
を
目

標
と
す
る
資
源
倍
増
計
画
の
も
と
に
、

こ
こ
数
年
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
稚
魚
の
放
流
状
視
、

親
魚
の
来
遊
状
況
等
の
概
況
を
陸
奥
湾

を
中
心
に
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

一
、
稚
魚
の
放
流
状
況

本
県
に
お
け
る
サ
ケ
稚
魚
の
放
流
量

は
、
昭
和
五
二
年
度
(
五
三
一
年
春
季
)

ま
で
は
て

0
0
0万
尾

1
二
、
0
0

0
方
尾
ム
円
で
し
た
が
、
倍
増
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
五
三
年
度
以
降
は
、
施
設

の
整
備
、
海
産
卵
及
び
移
入
卯
の
導
入

等
に
よ
り
放
流
量
が
急
速
に
層
大
し
、

五
五
年
度
に
は
八
、
六
O
O万
尾
に
達

し
ま
し
た
(
図

1
)。

一
方
陸
奥
湾
で
は
、
昭
和
五
二
年
度

ま
で
は
野
辺
地
川
、
蟹
田
川
等
で
放
流

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
(
前
者
で

昭
和
二
0
年
代
前
半
よ
り
、
後
者
で
四

二
年
度
1
四
六
年
度
の
川
)
、

放
流
量

は
年
間
数
万
尾

1
八
O
万
尾
の
範
囲
で

小
規
模
な
も
の
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

青森県水産増殖センターだより第19号

魚
類
部

小

倉

大

郎

し
か
し
そ
の
後
、
当
所
が
茂
浦
、
野

辺
地
両
地
先
に
お
い
て

一
O
O刀
尾
l

二
O
O万
尾
規
模
の
海
中
飼
育
放
流
試

験
を
開
始
し
た
こ
と
(
昭
和
五
三
年
度

j
五
六
年
度
)
、
川
内
川
及
び
蟹
田
川

に
ふ
化
財
が
新
設
さ
れ
河
川
放
流
や
海

中
飼
育
放
流
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た

こ
と
(
前
者
で
五
三
年
度
よ
り
、
後
者

で
五
四
年
度
よ
り
)
、
未
利
用
河
川
開

発
調
査
の

一
環
と
し
て
湾
内
の
数
河
川

で
各
八

O
万
尾

i
九
O
万
尾
宛
の
稚
魚

移
殖
放
流
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
(
脇
野

沢
川
、
野
内
川
、
清
水
川
で
五
五
年
度

よ
り
、
田
名
部
川
で
五
六
年
度
)
、海
面

漁
協
に
よ
る
ふ
化
飼
育

i
海
中
飼
育
放

流
(
平
内
町
漁
協
に
よ
る
茂
浦
、
清
水

川
両
地
先
に
お
け
る
泌
中
削
内
放
流
、

む
つ
市
漁
協
に
よ
る
海
中
飼
育
放
流
、

何
れ
も
五
六
年
度
)
、

阿
川
移
殖
放
流

(
平
内
町
漁
協
に
よ
る
長
沢
川
欣
流

・

五
六
年
度
)
が
聞
附
さ
れ
た
こ
と
等
に

よ
り
、
昭
和
五
三
年
度
以
降
放
流
量
が

急
激
に
増
大
し
、
五
六
年
度
に
は
湾
内

全
依
で
一

、
三
O
O万
屈
の
胤
悦
に
述

し
ま
し
た
(
図

2
・
3
)。

(

(

 

二
、
親
魚
の
来
遊
状
況

本
県
に
お
け
る
サ
ケ
親
魚
の
来
遊
量

は
、
沿
庫
、
河
川
を
合
わ
せ
昭
和
四

0

年
代
後
半
か
ら
五
二
年
度
ま
で
は

一
(
)

万
尾

1
ニ
O
万
尾
台
(
回
帰
率

0
・
五

1
一
一
・
二
%
)
で
し
た
が
、
そ
の
後
急

激
に
増
大
し
昭
和
五
六
年
度
に
は
一

O

()
万
尾
ム
ハ
(
五

・
問
ら
)
に
達
し
ま

し
た
(
凶

4
・
5
)ご
こ
れ
は
主
に
太
平

洋
海
域
で
の
沿
岸
漁
獲
量
の
増
大
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
で
す
が
、
他
の
海
域
で
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も
一
様
に
増
加
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

な
お
陸
奥
湾
に
お
け
る
来
遊
量
は
、

全
県
と
比
較
し
て
悩
め
て
低
い
水
準
で

推
移
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
五
四
年
度

ま
で
数
百
尾
1
二
、
0
0
0尾
弱
(
回

帰
率
0
・
一
1
0
・
六
%
)
で
あ
っ
た

も
の
が
、
五
五
年
度
に
は
問
、
八
0
0

尾
(
一

・
三

%
)、丘
六
年
度
に
は
七
九

0
0尾
(
一
了

四
%
)
と
着
実
に
増
大

し
つ
つ
あ
り
、
特
に
大
量
放
流
の
始
ま

っ
た
-
h
三
年
度
群
が
四
年
魚
と
な
っ
て

回
帰
す
る
今
年
は
、
過
去
最
大
規
模
の

親
魚
の
来
遊
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
来
遊
魚
の
阿
川
そ
上
半
は
、
全

県
的
に
み
た
場
合
、
沿
岸
で
の
漁
獲
量

の
増
大
と
相
反
し
て
年
々
低
下
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
(
四
五
年
度

.

一
一
・
六

%
、
五
0
年
度
九

・
O
%
、
五

六
年
度
二

・
四
%
)。
し
か
し
、
県
外
か

ら
の
移
入
卯
に
頼
ら
な
い
再
生
産
依
制

の
確
立
が
急
か
れ
る
規
在
、
回
帰
資
源

を
有
効
に
再
生
産
に
結
び
つ
け
る
上
で
、

親
魚
の
河
川
そ
上
一
挙
の
向
上
、市叫
産
親

魚
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
海
面
漁
業
者

の
大
き
な
理
解

・
協
力
が
必
要
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

3 

川町、

，画、

戸『、

昭
和
五
七
年
春
期
の
ホ
タ
テ
ガ
イ

養
殖
実
態
調
査
結
果

五
月
下
旬
に
行
っ
た
慣
例
の
蚕
殖
実

態
調
台
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
3

春期養殖貝実態調査結果(半成貝)

区 骨 間査年度 間査対 象 貝 上 唖 膏 森 平 内 上 えヒ 下 ;1ニ 金湾平均

57 56 1.8 0.8 1.2 07  0.1 1.0 
へ

56 55 5.5 3.0 1.8 1.0 0.5 2.3 
L、
夢E

55 54 0.2 12.3 3.5 0 1 0.3 2.4 

車
54 53 0.8 1.2 1.5 4.9 1 6 1.7 

防)
53 52 12.0 4.0 6.0 0.2 5.0 6.0 

52 51 32.0 77 .0 32.0 43.0 58.0 48.0 

異常貝

57 56 51 2.0 1.3 11 2.8 1.9 

56 55 17.8 15.3 4.0 58  6.3 8.3 

55 54 4.5 22.6 8.9 3.0 2.3 66.6 

現出 54 53 5.9 12.0 3.0 5.4 5.6 5 6 

宰 53 52 23.0 14.0 13.0 3.0 13.0 14.6 

協J 52 51 85.0 90.0 65.0 99.0 58.0 74.3 

漁
業
振
興
課

坪

田

哲

期
待
も
て
る
生
産
量

今
年
は
五
六
作
昨
日
を
対
後
に
、
昨

年
秋
の
訓
亙
同
様
仰
ど
り
凋
径
を
実
胞

し
ま
し
た
。
昭
和
五
今
一年
度
か
ら
の
同

川
則
の
へ

い
冗
心
不
及
ぴ
兇
常
H
山
川
山
本

の
砧
凶
択
を
比
較
し
去
に
ぶ
し
ま
し
た
。

全
間
半
均
で
は
、
へ
い
死
一
本

一
・
じ

%
、
問H(
常
民
出
現
不
一

・
九
%
と
過
去

の
訓
汽
結
果
の
小
で
以
も
低
い
値
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
医
術
の
結
果
で

も
川
械
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
の
こ
の

こ
と
は
養
殖
伎
術
が
改
良
さ
れ
て
き
た

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
川
点
で
の
異
常
円
山
川
何
本
か
ら

今
作
の
秋
の

へ
い
死
一
本
を
予
怨
す
る
と
、

全
湾
平
均
で
二
O
Mm以
卜
と
な
る
の
で
、

五
六
年
産
貝
は
順
調
に
生
産
に
つ
な
が

る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に

貝
の
成
長
は
平
均
殻
長
で
七

・
二
叩
、

平
均
重
量
削
六

・
一一

g
と
、
昨
年
並
の

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

耳
吊
り
養
殖
が
過
密
化
傾
向

養
殖
貝
の
保
有
数
量
の
調
査
結
果
で

は
、
五
五
年
産
貝
は
現
在
一
千
万
個
養

宿泊さ
れ
て
お
り
、
大
半
が
出
荷
済
で
し

戸 旬、

た
。h

六
件
産
以
は
二
一位
二
千
万
個
接
地

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
七
四
%
が

耳
同
り
催
地
で
、
昨
年
よ
り
更
に一品
吊

り
後
地
の
割
へ
け
が
担
え
て
き
て
い
ま
す
。

一
市
川l
り
の
収
容
伺
数
は
、
パ
ー
ル

ネ
ッ
ト
及
び
丸
電
で
は
ほ
ぼ
指
導
ど
お

り
で
す
が
、
卓
下
連
の
間
隔
が
全
体
的

に
狭
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
耳
目
り
の
財
凸
一
連
の
収
容
個

数
が

.
ニ
パ
ハ
伺

(昨
年
二
二
て
個
)、
ま

た
需
下
連
の
削
隔
が
六
六

m
(昨
年
じ

-
m
)
と
な
り
、
施
設
当
り
の
収
容
数

が
思
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

附
端
な
例
と
し
て
は
二
六
五
例
/
述
、

附
隔

eh
o
mで
、
A

一O

O
m
の
胞
設
で

一
O
万
例
収
山
口
し
て
い
る
も
の
も
み
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
い
く
と
湾
内
の
総
量
規
制
が
大
巾

に
崩
れ
、
ひ
い
て
は
大
量
へ
い
死
に
つ

な
が
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
成
貝
と
し

て
出
何
す
る
段
階
で
、
養
殖
ト刀
法
に
関

係
な
く
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り

一
万
個
を
基

準
と
し
て
養
殖
す
る
よ
う
心
が
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

五
七
年
産
貝
の
利
用
計
画

調
査
結
果
で
は
養
殖
用
三
億
五
千
万

個
、
地
ま
き
用
四
億
一

千
万
個
、
移
出

用

一
億

一
千
万
個
、
合
計
八
億
八
千
万

個
の
利
用
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
七
年
産
貝
は
現
在
採
苗
中
で
、
そ

の
付
着
数
が
平
年
よ
り
極
め
て
少
な
い

こ
と
が
わ
J

怨
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
原

同
に
つ
い
て
は
現
在
水
産
増
殖
セ
ン
タ

ー
で
究
明
中
で
す
が
、
現
段
階
で
は
今

年
の
水
温
等
の
泌
況
異
姿
と
、
産
卵
母

H
数
の
減
少
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
対
策
の
β
向
と
し
て
人
為
的
に

対
応
出
来
る
こ
と
は
、
産
卵
は
口
の
確

保
が
索
以
な
課
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

過
去
の
地
ま
き
只
中
の
正
常
貝
の
割

台
を
見
る
と
、
-i
凶
年
産
貝
四
九

・
二

%

(
丘
冗
年
軟
調
査
)
、五
五
年
産
民
ご

一一

・
凶
%
(
五
六
年
軟
調
査
)
と
極
め

て
忠
い
結
山
市
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、

地
ま
き
貝
に
つ
い
て
は
、
成
流
数
量
に

こ
だ
わ
ら
ず
適
正
放
流
密
度
や
漁
場
の

実
態
を
再
検
討
し
、
ま
ず
曜
荷
放
流
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
議
植
地
用
で
も
耳
吊
り
養
殖
が

全
体
の
七
割
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

耳
目
り
は
序
卵
に

一
度
も
貢
献
し
な
い

養
殖
方
法
で
あ
る
た
め
、
今
後
丸
培
養

殖
数
を
増
や
し
、
養
殖
貝
に
つ
い
て
も

産
卵
に
寄
与
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
丘
六
年
産
貝
の
丸
篭
の
調
査
結

果
で
は
全
体
の
七
割
が
へ
い
死
率

O
%
、

異
常
貝
出
現
必
二

%
以
下
と
い
う
良
い

結
果
も
出
て
い
ま
す
の
で
、
耳
吊
り

一

辺
倒
だ
け
で
な
く
丸
篭
養
殖
も
見
直
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
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ア
カ
ハ
タ
餅
に
つ
い
て
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一
般
的
に
餅
と
い
わ
れ
る
も
の
は
米

粉
で
つ
く
ら
れ
、
餅
の
中
味
或
は
添
加

さ
れ
た
物
の
名
前
を
つ
け
る
場
合
が
多

い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
ア

カ
ハ
タ
餅
は
ア
カ
ハ
ギ
ン
ナ
ン

y
ワ
と

一言
う
海
藻
を
使
い
、
他
の
混
物
は

一
切

加
え
な
い
で
つ
く
る
餅
の
こ
と
で
、
八

戸
地
方
の
名
産
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
カ
ハ
タ
餅
が
伺
時
頃
か
ら
つ
く
ら
れ

附
め
た
か
は
不
明
で
す
が
、
江
戸
時
代

後
期
に
は
つ
く
っ
て
い
た
事
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
餅
づ
く
り

は
、
正
月
用
の
餅
米
代
を
得
る
目
的
で
、

お
ば
あ
さ
ん
達
が
内
臓
と
し
て
行
な
っ

て
来
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
3

次
に
ア
カ
ハ
タ
餅
の
つ
く
り
方
を
述

べ
る
と
次
の
と
お
り
で
す
ご

一
、
原
藻
の
確
保

毎
年
一
二

1
五
月
に
か
け
て
岩
礁
地
帯

に
着
生
し
て
い
る
ア
カ
パ
ギ
ン
ナ
ン
ソ

ワ
を
採
取
し
ま
す
が
、
同
時
に
流
れ
て

来
た
も
の
も
一
緒
に
集
め
、
乾
燥
し
て

一
二
月
ま
で
保
存
し
て
お
き
ま
す
。

二
、
水
洗
い

乾
燥
し
て
保
存
し
て
お
い
た
原
藻
に

青
森
県
水
産
事
務
所

藤

田

定

男

は
砂
や
ゴ
ミ
が
付
着
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
取
り
除
く
た
め
に
三
回
程
氷
洗

い
し
ま
す
コ
こ
の
時
注
意
す
る
点
は
ポ

洗
い
を
手
以
く
行
う
事
で
、
原
藻
が
一
長

く
水
に
浸
け
て
お
く
と
、
市小
分
を
吸
収

し
製
品
に
し
た
場
九
日
柔
か
す
ぎ
て
餅
に

な
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
=

=一、

蒸

煮

氷
洗
し
た
原
藻
を
釜
で
蒸
す
わ
け
で

す
が
、
蒸
し
釜
は
大
体
凶
径
六

O
m
、

探
さ
一
二
(U
m
泣
の
も
の
を
使
用
し
、
一

度
に
一
二

i
一
五
回
の
原
藻
を
徐
々
に

撹
祥
し
な
が
ら
約
八
時
川
日
か
け
て
蒸

し
ま
す
(
図

1
参
照
)
t

川八

一一
一
酌

--、

，園、、

し

蒸
円
…
は
と
ろ
火
で
長
時
川
か
け
る
た

め
、
釜
の
空
だ
き
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
火
か
げ
ん
が
強
い
と
餅
の
色
が

い
亦
茶
色
に
な
り
、
製
品
価
値
が
劣
る
た

め
弱
火
で
行
う
事
も
重
要
で
す
c

四

、

整

形

こ
う
し
て
蒸
し
あ
げ
た
原
藻
は
す
っ

か
り
溶
け
て
い
ま
す
の
で
、
熱
い
う
ち

に
清
潔
な
ゴ
ザ
の
上
に
あ
け
て
、
素
手

に
氷
を
つ
け
な
が
ら
厚
さ
が
均
一
に
な

る
様
に
延
ば
し
形
を
務
え
て
い
き
ま
す
『

五
、
裁
断
、
包
装

ア
カ
ハ
タ
餅
に
は
普
か
ら
ゴ
ザ
の
自

の
跡
が
つ
い
て
い
た
と
一高
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
彬
形
の
仕
力
は
今
も
音
も
安
り

あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
さ
に
つ
い
て
は
昔

は
あ
ま
り
留
意
す
る
必
要
が
無
か
っ
た

の
で
す
が
、
山
川
在
で
は
版
必
仁

一
定
の

ト
へ
き
さ
で
な
い
と
問
題
が
あ
る
の
で
、

次
の
様
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

縦
九

m
、
横
川

m
、
厚
さ
(()
・
九

m

こ
の
慌
に
し
て
つ
く
ら
れ
る
ア
カ
ハ

タ
餅
の
製
品
歩
前
り
は
約
二
二
nv
と
な

り
ま
す
の
で
、
ア
カ
パ
ギ
ン
ナ
ン
ソ
ウ

じ

・
じ
同
か
ら

宇
同
の
乾
燥
原
藻
が
旧
問

ら
れ
、
こ
の
サ
イ
ス
の
も
の
で
あ
れ
ば

.
二
わ
枚
生
陀
す
る
引
が
山
米
ま
す
3

次
に
食
べ
ん
を
相
介
し
ま
す
と
、

般
的
に
は
酢
味
噌
、
昨
醤
油
を
使
っ
て

食
べ
ま
す
が
、
日
間
近
で
は
ぷ
い
人
法
が

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
使
っ
て
食
べ
る
事
も
あ

(
 

蒸

る
様
で
す
。
ま
た
保
存
は
あ
ま
り
き
か

な
い
の
で
、
長
期
に
保
存
す
る
場
合
は
、

凍
結
し
て
お
く
か
、
味
噌
漬
等
に
し
て

お
く
と
、
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

3日目 4日目 7日目

7.10 6.85 6.55 

ネト発生寓敗

2日目

7.15 

l日目

7.16 

表 l

八
戸
で
は
遠
洋
航
海
に
出
か
け
る
漁

業
者
の
中
に
は
味
噌
漬
を
利
用
し
て
い

る
人
が
い
る
そ
う
で
す
。
参
考
ま
で
に

ア
カ
ハ
タ
餅
の
成
分
に
つ
い
て
、
表
-

に
分
析
結
果
を
一
不
し
ま
し
た
。

古
く
か
ら
八
戸
の
名
産
物
と
な
っ
て

い
る
ア
カ
ハ
タ
餅
で
す
が
、
愚
近
原
耳
慣

と
な
る
ア
カ
パ
ギ
ン
ナ
ン
ソ
ワ
が
不
厄

気
味
で
、
ま
た
着
生
量
も
年
に
よ
り
変

動
が
あ
り
、
原
一
操
確
保
に
頭
を
悩
ま
し

て
い
る
状
態
で
す
3

こ
の
係
な
状
況
か
ら
、
原
藻
の
安
定

供
給
を
図
る
た
め
、
八
戸
市
鮫
浦
漁
協

増
益
殖
研
究
会
で
は
ア
カ
パ
ギ
ン
ナ
ン

ソ
ワ
の
強
制
唱
試
験
を
計
画
し
、
今
年
度

か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ア
カ
パ
ギ
ン
ナ
ン
ソ
ウ
に
つ
い
て

ア
カ
ハ
タ
餅
の
原
藻
確
保
の
た
め
、

そ
の
娼
養
備
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

す
る
よ
う
に
と
の
話
か
ら
、
先
ず
原
一操

の
mm
の
川
定
、
生
態
、
採
白
々
出
、
養

山
明

μ
法
等
に
つ
い
て
刷
丘
与
え
ら
れ
る

ポ
を
述
べ
て
み
ま
す
。

一
、
種
の
同
定

ア
カ
ハ
タ
餅
の
原
藻
と
な
る
の
は
、

(
 

海
草
部

能
登
(
〈
口

正

浩

。
将
司
、
む
さ

し九へもさ
N
h
h

三
AP
ぎ
若
亡
、ペN
韮

ア
カ
パ
ギ
ン
ナ
ン
ソ
ワ
で
、
エ
ソ
ツ
ノ

マ
タ
(
ク
ロ
パ
ギ
ン
ナ
ン
リ
ノ
ワ
)
や
ア

カ
ハ
タ
で
は
餅
に
な
ら
な
い
た
め
不
適

当
で
あ
る
と
の
事
で
す
。

二
、

生

態

ア
カ
パ
ギ
ン
ナ
ン
ソ
ワ
は
外
洋
に
面
す

る
岩
礁
地
帯
に
生
育
す
る
ス
ギ
ノ
リ
斜
、
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ア
カ
パ
ギ
ン
ナ
ン

y
ワ
属
の
多
年
生
紅
一
凍

で
、
北
海
道
か
ら
福
島
県
小
名
浜
に
至

る
太
平
洋
沿
岸
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

本
種
の
生
活
史
は
図
に
一示
す
と
お
り

で
、
五
l
六
月
頃
に
成
熟
し
、
胞
子
(
果

胞
子
或
い
は
四
分
胞
子
)
は
発
芽
し
て

ま
ず
盤
状
俸
の
座
を
形
成
し
、
そ
の
後

こ
の
座
よ
り
直
立
す
る
俸
を
発
生
さ
せ

杯

以

藻

と

た

わ

京

に

は

複

相

の

四
分
胞
子
依
と
、的
十
侶
の
配
偶
体
(
艇
と

雌
)
の
九
円
計
三
つ
の
藻
俸
が
あ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

三
、
採
苗
方
法

採
苗
に
用
い
る
ほ
藻
は
冗

1
六
川
頃

の
藻
依
表
面
に
直
径
二

1
一二

川
の
半
球

状
の
褒
山
木
を
多
数
持
つ
米
胞
子
体
、
れ山

徒主同d主同母言同母言回d言回d主副司知建言同d主同信吉岡需言同d喜岡妥言回

⑮
 

@
和

@
 
@
 
動
式…一

軒

5 

複指 (2門)

1
i
@③
肝

町
餅

@

@
酎

寸山
保

ω
膏

F
H
U
少

子

EYN胞

単相 (0)

←窃←かか
/
J
必
¥
 

雄性配偶体

ア カパギンナンソウの生 活史

い
は
小
さ
な
無
数
の
問
点
が
ゆ
九
仁

川
分
胞
子
悼
の
い
つ
れ
か
で
す
。

両
者
と
も
に
渓
依
を
透
か
し
て
見
て
、

襲
来
或
い
は
問
分
胞
子
高
喪
で
あ
る
斑
点

の
中
心
が
藻
俸
の
上
部
お
よ
び
縁
辺
部

で
山
く
な
っ
て
い
て
、
一
局
体
の
中
央
部

で
は
黒
く
つ
ま
っ
て
い
る
も
の
が
最
も

以
い
川
藻
と
な
り
ま
す
。
即
ち
山
く
な

っ
た
も
の
は
胞
子
を
放
出
し
た
も
の
で

あ
り
、
県
い
の
は
胞
子
が
つ
ま
っ
て
い

る
と
一吉
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
憾
な
川
藻
は
丁
位
胞
了
を
放
山
中
と

は
る
い
下
が
山
来
る
か
ら
で
す
。

こ
の
絡
の
胞

f
は
パ
径
二

μ
ミ
ク
ロ

ン
程
度
の
球
形
で
遊
休
力
を
持
た
な
い

た
め
、
政
川
後
は
十
制
収
小
を
日
炊
…
沈
ド

し
て
日
明
白
に
付
着
し
、
発
芽
し
て
盤
状

の
朽
生
器
科
を
形
成
し
ま
す
。

従
っ
て
付
着
法
白
と
し
て
は
利
而
の

石
川判、

或
い
は
平
機
状
の
物
が
過
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
3

次
に
採
出
の
仁
川
法
に
つ
い
て
述
べ
る

と
、
府
間
氷
を
満
し
た
採
苗
容
器
の
底
に

付
着
基
民
を
敷
き
つ
め
、
そ
の
上
に
被

う
岐
に
ほ
藻
を
一

1
二
層
入
れ
て
胞
子

の
放
出
を
待
ち
ま
す
。
約

一
昼
夜
放
置

後
ほ
一
殺
を
取
り
除
き
、
栄
養
添
加
海
水

に
よ
り
数
日
間
培
養
し
ま
す
。
な
お
使

用
母
一
換
は
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
の
様
に
半

日
1
一
日
の
蔭
干
し
を
す
る
必
要
は
な

く
、
水
切
り
程
度
の
方
が
良
好
で
す
。

(
 

こ
う
し
て
胞
子
の
付
着
し
た
甘
弔
問
を

市
長
後
、
出
小
説
成
す
る
引
に
な
り
ま

す
が
、
養
成
山
刷
所
は
、
天
然
に
ア
カ
パ

ギ
ン
ナ
ン
ソ
ワ
が
生
育
し
て
い
る
ポ
深

川
j
E
m
の
川
で
、
更
に
波
浪
に
よ
り

格
民
が
反
転
ま
た
は
移
動
す
る
危
険
性

の
少
な
い
刷
所
が
過
し
て
い
る
と
考
え

↑
T
1
f一旦
知

議

ら
れ
ま
す
。

販
後
に
、
本
種
の
増
殖
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
報
告
例
が
な
い
為
、
付
着
基

閃
の
選
定
、
養
成
万
法
相
一
寸
に
つ
い
て
種

々
の
試
行
錯
誤
が
必
要
と
な
り
ま
し
ょ

う
か
、
鮫
浦
漁
協
増
養
研
究
会
の
御
健

闘
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

名 前.アズマニシキ (寄贈者の手紙による)

年 齢 3年 (昭54年 6月産卵一昭57年 5月取り揚げ)

般長・ 7.8cm

中国での価格:1.5元/匂(255円/匂)

養殖場所.中国大連水産養殖公司

寄贈者'霊l日E成氏昭和57年 5月

中
国
〈
大
連
)
の
ホ
タ
テ
ガ
イ

争--;.←~ ← ...... → ←--;. ←→ 
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川

中
国
研
修
員
の
紹
介

E
4
1
1
・7
4
4
014
0
0
0
1

ね

昨

年
に
ひ
き
続
い
て
、
さ
る
五
月
二

ヒ
ト
デ
の
付
着
は
、
か
な
り
詳
細
に

qじ
日
に
中
国
か
ら
研
修
員
が
来
所
し
ま

調
べ
ま
し
た
が
、
平
均
一

・
六

個

と

少

し

た
c

萎
徳
寛
、
童
汝
山
、
札
徳
満
、

な
く
、
五
五
年
並
み
の
数
で
し
た
し

妥
宗
信
さ
ん
の
四
名
で
、
遼
寧
省
の
大

た
が

っ
て
今
の
と
こ
ろ
ヒ

ト

デ

に

よ

る

連

水
産
養
殖
公
司
に
勤
務
す
る
次
産
技

食
害
は
余
り
心
配
な
い
見
込
み
で
す
-
術
者
で
す
ニ

不
漁
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
色
々
毎

え
ら
れ
ま
す
が
、
数
年
前
か
ら
の
U
H
(

の
不
足
に
、
二
1
五
月
の
低
水
温
な
ど

の
忠
条
作
が
重
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
3

今
年
は
こ
の
後
、
六
川
下
旬
に
臨
酌

の
付
着
調
査
、
七
月
上
旬
に
第
二
川
付

着
調
査
を
行
な
う
予
定
で
す
、

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
付
着
状
況

第

一
回
目
の
付
着
稚
貝
調
査
を
六
月

五
1
九
日
に
行
な
っ
た
結
果
、
表
の
よ

う
に
採
苗
器

一
袋
当
り
の
ホ
タ
テ
カ
イ

の
平
均
付
着
数
は
一

、
二
五

一
個
と
な

り
昭
和
五

一
年
並
み
の
不
漁
と
な
り
ま

し
た
。
地
区
別
に
み
る
と
、
丙
湾
側
で

は
五
四
五
個
、
ぃ
東
湾
側
で
は

て

六

(
)

四
個
で
、
予
想
通
り
東
側
に
多
い
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
第
一
一
回
調
査
が
例
年
よ
り

一

週
間
ほ
ど
早
い
た
め
、
稚
H
H

は
小
さ
め

の
感
じ
を
受
け
ま
す
が
、
実
際
は
例
年

並
み
の
大
き
さ
で
し
た
。

ほ
た
て
貝
部

平

野

忠

組 合 ホタテガイ 般長寿且成 (mm.%) ムフサキ
ヒトデ

(支所) 付着数 0.6未満 0.6-1.0 1.0以上 イヵ.イ

平 舘 168 66 36 8 116 

蟹 国 672 68 32 。 54 

蓬 国 396 62 36 2 28 

建 潟 314 44 52 4 14 

車内 816 36 64 。 44 
膏森
野内 567 54 44 2 2 301 

土屋 744 67 28 8 851 

平 茂浦 516 86 14 。 。 856 
浦田 710 76 24 。 4 98 

車田沢 1，238 50 46 4 142 

内 小 湊 1，492 74 24 2 。 281 
清水川 2，338 56 38 6 。1，193 

野辺辺地 1，367 54 37 g 7 668 

横 浜 1，694 42 52 6 202 

ι つ 837 13 55 32 355 

)11 内 1，234 36 58 6 192 

脇野沢 3，283 22 59 19 4，160 

545 61 36 3 2.2 255 

1，604 39 49 12 1.2 785 

1，251 48 44 8 1.6 586 

湾内各地区の付着状況

戸曲、、

〆ー、、

但ち合
¥時

才凋斗

恩
土経

わ
寛

副
げ
徳

日
差
fz

工程師

童汝山 46才才
凋
川
司nu守

京
巾程

七
満

工
け
徳

ノ
マ
イ
J

技術工人

萎宗信 37才

研
修
の
対
象
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
と
ア

ワ
ビ
の
噌
養
殖
技
術
で
す
が
、
魚
類
や

餌
料
培
養
な
ど
広
く
学
び
た
い
と
い
っ

て
レ
ま
す
。
研
修
期
間
は
一

一
月
下
旬

ま
で
の
六
ヶ
月
間
で
、
現
在
平
内
町
藤

沢
の
県
公
舎
で
自
炊
生
活
を
し
な
が
ら

(総人員2，000人)

「総務員「

ト生産員 |

第 1工場ー(工場長一副工場長一一卜技術員トー労働者)

lー第 2工場 (工事呈師兼 ト安全員|

第 3工場 (務 もある ) L財務員」

第 4工場

大連水産養殖公司の組織

本

: ，--副経理寸 「総務科τ;
: r- Iト生産科 I: 

l経理 →→(7-8人汁寸十技術科 I : 

l し 川安全科 I: 

: L ..J I L財務科J : 

L一一一一一一一一一一一一一一一ー一一_，

音s

，--.._ 

〆圃‘、

次

日司

橋

邦

夫

長

労働者は各工場400- 600人 。

繁忙期には、 200- 400人増員する 。

職
員
と

一
緒
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
通
っ

て
い
ま
す
。
委
徳
寛
さ
ん
は
養
殖
公
司

の
生
産
斜
お
よ
び
技
術
斜
担
当
の
副
経

理
(
副
社
長
)
の
要
職
に
あ
り
、
生
産

管
理
、
労
働
計
画
な
ど
技
術
面
で
の
管

理
業
務
が
仕
事
と
い
う
こ
と
で
す
。
童

汝
山
さ
ん
と
れ
川
徳
満
さ
ん
の
一
一
人
は
、

生
産
斜
の
工
程
師
(
技
師
)
と
し
て
増

益
殖
技
術
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
そ

う
で
す
ご萎
宗
信
さ
ん
は
技
術
工
人
(
技

能
技
師
)
で
、
生
産
斜
の
潜
水
技
術
者

(
ス
キ
ュ
ー
バ
潜
氷
)
と
し
て
海
巾
で

の
作
業
や
調
査
に
活
躍
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

養
殖
公
司
は
国
営
企
業
で
主
に
養
殖

に
よ
る
生
産
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
コ
ン
ブ
養
殖
が
主
要
業
務
で
、

乾
製
品
で
八
千
ト
ン
を
生
産
し
、
ワ
カ

メ
、
ア
ス
マ
ニ
シ
キ
が
こ
れ
に
次
い
で

い
ま
す
。

十
八
連
市
に
は
水
産
公
司
も
在
っ
て
漁

船
漁
業
を
担
当
し
、
浩
一
併
に
よ
る
生
産

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
漁
獲
物
は
サ
パ

、

タ
チ
ウ
オ
類
、
フ
ワ
セ
イ
(
グ
チ
に
近

い
魚
)
、ヒ
ラ
メ

・
カ
レ
イ
な
ど
で
す
。

こ
の
ほ
か
海
洋
水
産
研
究
所
も
あ
っ
て
、

研
究
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。


